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（1）ワンコイン浸⽔センサの実証実験について

（2）農業⽤ため池の利活⽤について
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（1）ワンコイン浸⽔センサの実証実験について



参照：国⼟交通省通常の路上浸⽔計と⽐較



参照：国⼟交通省



参照：国⼟交通省



浸⽔センサ設置計画 センサタイプ：タイプC（リプロ）

実施地区：岡崎市モデル地区

背景・参加⽬的
・岡崎市は平成12年9⽉、平成20年8⽉に市内各所で床上浸⽔被害に⾒舞われており、
これらの箇所は浸⽔常襲地区となっている。また近年のゲリラ豪⾬によって、浸⽔
常襲地区以外においても路上浸⽔被害も多数受けている。浸⽔警報装置を設置して
いる箇所もあるが、設置費・運⽤費が⾼価であるため、これら被害箇所の浸⽔状況
の把握に苦慮している。

・浸⽔センサの活⽤により、浸⽔被害をリアルタイムに把握するとともに、箇所を
正確に把握し、⾃治体における救助・救出。被災者⽀援といった業務につなげるこ
とを⽬的としている。

・データを⼀般公開し、⾃助における住⺠の避難の指標としての活⽤の可能性も検
討している。

参加者：岡崎市 （担当部署：防災課）

設置写真⼀例

設置箇所、箇所選定理由
過去災害においての床上浸⽔実績箇所を中⼼に、市内８地区の浸⽔常常襲地区を選定。

浸⽔センサ

ワンコイン浸⽔センサ実証実験 参加概要

市内８地区 17箇所 39基設置

設置概略図
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R4台⾵15号による岡崎市内の浸⽔センサ検知箇所（2022.9.23 15:00 ~ 24:00）
2022年9⽉23⽇⼣⽅から夜のはじめ頃にかけて
福岡学区内２か所６個の浸⽔センサのうち
１か所２個の浸⽔センサにて浸⽔を検知

岡崎市福岡学区センサ設置箇所

拡⼤図

検知あり
検知なし

検知時間

2320203026 (G.L 90cm)
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2320203024 (G.L 30cm)
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15時25分

大雨警報（土砂災害・浸水害）、洪水

警報の発表に伴い、岡崎市災害対策本

18時06分

非常配備体制を警戒体制から

第一非常配備体制へ切り替え

20時57分

大雨警報（土砂災害・浸水害）解除

非常配備体制を第一非常配備体制から

22時46分

洪水警報解除

岡崎市災害対策本部を廃止



今後の予定・⽬標

（1）浸⽔センサで情報の取得を継続的に⾏い、センサの稼働、
及び有効性の検証を⾏う。

（2）浸⽔センサを点在設置することで浸⽔範囲の把握を
⾏う。



（2）農業⽤ため池の利活⽤について



国の流域治水プロジェクトにおける「流域治水」の考え方 【雨水流出抑制施設検討業務】
浸⽔地域の上流域に点在するため池等を⾬⽔貯留
施設として利活⽤する。

ため池の⽔位を低下

⼤⾬時の貯⽔量を確保ため池活⽤イメージ

（2）農業⽤ため池の利活⽤について



ため池 ⼀例
新池（丸⼭町） 丸平池（丸⼭町）

⼭の⽥池（洞町） ⻄三⽥ケ⼊池（若松町）



今後の予定・⽬標

既存インフラを利活⽤した流域治⽔対策について岡崎市と
しては費⽤対効果が⾮常に⾼い。

積極的にため池の利活⽤を進めて⾏く。



ご清聴ありがとうございました。


